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1 は じ め に

生体測定値から牛肉の赤肉生産量が推定できれば,飼養

管理に役立つばかりでなく,屠殺適期の判定の助けともな

る。若齢肥育牛を用いて体型および体重から赤肉量を推定

した報告 1)はあるが,日本短角種のみについての重回帰式

は作 られていない。また,近年超音波を利用したロース芯

横断面積の推定方法3,4)が検討されてきた。そこで,著者

らは日本短角種去勢肥育牛から得 られる生体測定値である

体型値 ,体重および超音波によるロース志面積推定値がど

の程度 ,生体からの赤肉生産量の推定に有効かを検討 した。

2 材料及び方法

供試牛は,日 本短角種去勢雄肥育牛30頭で,その概要を

表 1に示した。生体での測定項目は,肥育終了時体重,第

13胸椎～第 1腰椎間におけるスキャノグラムからロース芯

面積推定値および体型値 (体高,十字部高 ,体長,胸幅 ,

胸深,腰角幅,かん幅,座骨幅,尻長,肩 1日 ,胸囲,腹囲 ,

腿囲 ,管囲 )で ,こ れらの値はすべて屠殺前 2週間以内に

測定した。ロース芯面積の推定に用いたスキャノグラムは
,

海上電気明製USL-12Aに よって撮影された写真であり,

測定は既報4)に したがってロース芯と思われる部分をプラ

ニメータで計測したものである。屠体からの測定は,枝肉

左半丸から赤肉 ,脂肪 ,骨およびその他について分雰1し 赤

肉量および第 8胸椎から第 6腰椎までのロース芯重量を日

的変数として測定 した。重回帰分析は,日 中ら2)の提供 し

ているパソコン用プログラムを利用 し飢epwise法 を用い

た。また,変数増減のためのF値の指定は共に15と し,

使用する説明変数は, 3つ までと限定 した。

肥育終了時体重 (″ )

赤  肉  量 (″ )a)
ロ ー ス 重 量 (″)D

表 2に重回帰式O②を示した。これらの式に用いられた

説明変数と目的変数の散布図を図 1, 2に 示した。このう

ち図 1に示した体長と赤肉量の相関図から体重が集団の中

で他に較べて非常に長い 2個体値を認めたので,そ れを除

外したn-28で も検討した。その結果,R-086,R*2-
070と なる回帰式を得たが,利用された説明変数は変化 し

なかった。したがつて回帰式に体長を用いることは,適当

と思われた。
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3 結果 及 び 考 察

0)体型及び体重からの推定

表 1 供 試 牛 (n-30)の概要
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図 2 散 布 図
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2)体 型,体重及びロー ス志面積実lFl値からの推定

ロース芯面積の有効性を検討するために実測値を用いて

回帰式をもとめた。式③で示すようにロース芯面積実測値

力汗」用されても式①に較べて寄与率の向上は認められなかっ

た。ロース重量の推定では,寒②と④の寄与率から明かな

ようにロース志面積は,ロ ース志重量の推定に有効と考え

られた。

(3)体型,体 重及びロース志面積実測値からの推定こ

式⑤は式①と全く・ lじ になり赤肉生産量の推定に,ロ ー

ス芯面積推定値を利用する価値は,見いだされなかった。

しかしロース志重量の推定では,式⑥に示すようにロース

芯面積推定値が利用され,貴Эに示された寄与率よりも僅

かではあるが向 Lし た。

表 2 赤肉量及びロース芯量及びロース重量の推定のための重回帰式

体型値および体重
赤肉生産量-040× 腿 囲+260× 座骨幅+070× 体長-1894
ロース重量=030× 座骨幅+005X体 長-007× 体高- 36

霧 %● F説で晶 畠常ワ鷲 鵬 幅+034× 実耐 ―吻 7

ロース重量=004X実面積+022X座骨幅-004X体 高+ 02

0 91   0 80
0 70   0 43

091  081
078   0 55

0 80

047

(2)

(3)体型値,体重およびロース芯面積II定
層 幅+070× 体 長-18,4-¨ ―⑤ 1091赤肉生産量=040X腿  囲+260× 座信

ロース重量‐030× 座骨幅+044× 推面積-009× かん幅- 33… ……⑥ 1 072
注 1)表 中の実面積はロース芯横断面積実測値,推面積はロース志面積推定値を意味し,こ れは

,

1/26縮尺のスキャノグラムから演1定 された面積をそのまま利用した。
2)重回帰式中で使用した変数の単位は位下の通りである。

赤肉生産量(″ ),ロ ース重量(0),体型測定値(m), ロース芯面積(梯 )

3)赤肉生産量は枝肉左半丸から得られる赤肉量、ロース重量は第 8胸椎から第 6腰椎までに

存在するロース芯重量である。

以 上のことより第13胸椎と第 1腰椎間におけるロース芯  2)田 中 豊 ,垂水共之,脇本和昌 1984パ ソコン統計
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311の赤肉量との散布図の類似性からもいえる。しかしながら
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